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を加えると, 自充放電の増加とか, また tachiphylaxis
の現政も認められ,化学的刺政に対してもこの受容召活の
反応の定常性は低いと思われる｡
サル大脳基底核における GABA 作働性線維 ･
の相互逆相について2)
























5mM で420/aG^ 1^ の減少,烈質lJ.]側1/3では8.99mM,
3.72mM と,590/Oの串.ミ少なみた｡すなわち,挟蒼球岡節
及び黒質内側寄り%では350/o以上の GABA の械少が認
められた｡
結 論
尾状核頭部のみの限m性破班により,｣二記の結果なえ
たことはTi状核から淡邪球,爪質へ到る線維に,GABA
作蜘性緑経がやまれていることを示唆している. さら
に,Fi状核97i招;から照<質へ到る線維は黒質の内側に主
に終るとされているこれまでの形態学的知見を考慮する
と,尾状核一淡蒼球,尾状核一県質の線維そのものが,
GABA作働性線維である可能性もある｡
1)水村和枝 (名大･医)との共同研究｡この研究の括
米は約51田口木生理学会大会において訳題 ｢筋から
即行緑緋A-杏,C線維で伝えられる受容許の性質に
ついて｣の一部として発表した0
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2)この結果は日本神経学会総会 (49年5月)および卯
6回国際脳定位固定手術学会シソポジウム (481r110
月,東京) にて同じ題 目で苑表した.なお,現在
ConfinianetlrOlogic.1(Symposium issue)に牧村ル ,
印刷巾｡
